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教員免許の取得にあたって 
 

 

１. 教育職員免許状と教職課程の意義 
 

教員として働くためには、「教育職員免許状」（以下「免許状」）を取得することが必要です。

免許状は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校・栄養教諭・養護教諭等、学校種

や免許種ごとに分かれており、さらに中学校や高等学校では、教科別に分かれています。例えば、

小学校教諭の普通免許状を所持していれば、小学校の国語や社会などの全教科を教えることがで

きます。それに対して、中学校の場合は、国語を教えるには中学校「国語」の免許状、社会を教

えるには中学校「社会」の免許状が必要となります。そのため、教員を目指す場合には、どの学

校種のどの教科を教えたいのかを決めて、免許状を取得することになります。 

免許状を取得するためには、教職課程のある大学等において、所定の単位を修得する必要があ

ります。大学を卒業し、免許状取得の所要資格を得た後、各都道府県の教育委員会へ申請手続き

を行うことで、免許状が授与されます。 

教員は子どもたちの将来を担う重要な存在であるため、採用当初から教科指導、生徒指導等を

大きな支障なく実践できなければなりません。そのため、教壇に立つ前に、教職課程において、

教員としての資質・能力を十分に身につけることは、非常に大切なことであり、皆さんの指導を

受けることになる子どもたちへの責務でもあります。 

また、教職課程には、教育実習、介護等体験といった実習や体験を伴います。これらの実習や

体験は、基本的に学外の組織、施設のご協力のもと、実施されています。実習や体験の受け入れ

側では、皆さんが教員となって、子どもたちの将来を担って活躍してもらいたいという期待をこ

めて、ほとんど無償で、ご指導くださいます。安易な気持ちで教職課程履修を進め、介護等体験

や教育実習の申し込みをしておきながら、一般企業への就職等を理由に辞退することのないよう

にしてください。 

教職課程の履修には、以上のような意義がある、ということを肝に銘じてください。 
 

※教職課程は国が定めた「教育職員免許法」および「教育職員免許法施行規則」に則っています。 

 

２．教職課程ハンドブックの配布について 

  『教職課程ハンドブック』とは、教職課程（免許状を取得するための課程）の概要や履修方

法、各種手続き方法等をまとめたものです。2回生時に開催する「教職課程ガイダンス」にて

配布します。配布対象の学生は、後述の「教職課程履修費」を納入した学生となります。 

 

３．教職課程履修費について 

  履修要項第 9 章の第 57 条に規定のとおり、教職課程を履修する者は「教職課程履修費」の

納入が必要となります。2回生時より毎年 13,000円（合計 39,000 円）を納入してください。 

 納入期間等の詳細については、1回生終了時に「京女ポータル」にてお知らせします。 

  

４. 取得できる免許状の種類 
 
国からの課程認定により、所属する学科・専攻で取得できる免許状は、下表に示すとおりで

す。免許状取得のために必要な科目及び単位数は、P.84～P.108に記載しています。 
 

学  部 学科・専攻 学校種 教  科 先修条件科目 

文学部 

国文学科 
中学校教諭一種免許状 国語 教職論、教育原論、教育心理学、

国語科教育法１、人権教育論 高等学校教諭一種免許状 国語 

英文学科 
中学校教諭一種免許状 外国語「英語」 教職論、教育原論、教育心理学、

英語科教育法１、人権教育論 高等学校教諭一種免許状 外国語「英語」 

史学科 
中学校教諭一種免許状 社会 教職論、教育原論、教育心理学、

社会科教育法（地理歴史分野）、 

人権教育論 高等学校教諭一種免許状 地理歴史 

発達教育 

学部 

教育学科 

教育学専攻 

小学校教諭一種免許状 

幼稚園教諭一種免許状 
 

教職論、教育原論、教育心理学、 

人権教育論 

特別支援学校教諭 

一種免許状（※） 
 

特別支援教育総論、知的障害者の

生理・病理、病弱者の心理・生理・

病理、知的障害教育論 

教育学科 

養護・福祉 

教育学専攻 

中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

保健 

保健 

教職論、教育原論、教育心理学、 

保健科教育法 1、人権教育論 

養護教諭一種免許状  
教職論、教育原論、教育心理学、

人権教育論 

教育学科 

音楽教育学専攻 

中学校教諭一種免許状 音楽 教職論、教育原論、教育心理学、 

音楽科教育法１、人権教育論 高等学校教諭一種免許状 音楽 

児童学科 幼稚園教諭一種免許状  
教職論、教育原論、教育心理学Ⅰ、

人権教育論 

家政学部 

食物栄養学科 

中学校教諭一種免許状 家庭 教職論、教育原論、教育心理学、

家庭科教育法１、人権教育論 高等学校教諭一種免許状 家庭 

栄養教諭一種免許状  

教職論、教育原論、教育心理学、 

人権教育論、学校栄養実践論、 

学校栄養指導論 

生活造形学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

家庭 

家庭 

教職論、教育原論、教育心理学、

家庭科教育法１、人権教育論 

現代社会 

学部 
現代社会学科 

中学校教諭一種免許状 社会 

教職論、教育原論、教育心理学、

社会科教育法（地理歴史分野）、 

人権教育論 

高等学校教諭一種免許状 公民 

教職論、教育原論、教育心理学、

社会科教育法（公民分野）、 

人権教育論 

高等学校教諭一種免許状 情報 
教職論、教育原論、教育心理学、

情報科教育法 1、人権教育論 

法学部 法学科 

中学校教諭一種免許状 社会 

教職論、教育原論、教育心理学、

社会科教育法（地理歴史分野）、 

人権教育論 

高等学校教諭一種免許状 公民 

教職論、教育原論、教育心理学、

社会科教育法（公民分野）、 

人権教育論 

 
※特別支援学校教諭一種免許状は、幼稚園・小学校いずれかの免許状を必ず取得した上で取得が 

可能な免許状です。 
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「単位」と学修時間 
 
1 単位を修得するために必要な学修時間は、45 時間と定められています。（履修要項第 7 条） 
授業科目ごとに単位数が定められています。（P.8 参照） 
2 単位の授業科目の場合、90 時間の学修時間（45 時間×2 単位＝90 時間）が必要になります。 
【表】のとおり、「45 時間」あるいは「90 時間」の学修時間を満たすには、講義や実験・実

習などの大学での授業時間に加え、予習・復習などの自己学修が必要です。 
 
 
授業時間は「講時」で表し「1 講時＝2 時間」とみなして計算します。（履修要項第 16 条） 
授業は半期（前期又は後期）15 週（15 回）にわたり実施することで 30 時間の授業時間と

みなします。 
 
【表】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

例えば、2 単位の講義科目を履修する場合、週に 1 回の授業（2 時間とみなす）に加えて、 
1 週間あたり 4 時間の自己学修が必要となります。 
授業時間だけではなく、自己学修の時間も考えて、履修登録・時間割を組み立てましょう。 

 
 
  

【履修要項 第 7 条】 

1 単位 ＝ 45 時間 の学修時間が必要 

2 単位 ＝ 1 単位（45 時間）×2＝ 90 時間 の学修時間が必要 

 

【履修要項 第 16 条】 

 授業時間は、講時で表し 1 講時を 2 時間とみなして計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学修時間＝授業時間＋自己学修時間 

（※） 同じ 2単位の授業でも、実験・実習の場合は、授業時間の割合が増えます。 

実験・実習の場合 （※） 

講義・演習の場合 

「90 時間」（2 単位の授業科目）の内訳 

授業 
15 回＝30 時間 

自己学修 
60 時間 

授業（実験・実習） 
60 時間 

自己学修 
30 時間 

「単位」と学修時間
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学修時間＝授業時間＋自己学修時間 
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「単位」と学修時間
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フランス語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

B32122041 フランス語ⅠＡ１ 選 1 1 ○ ◎ ○

B32122042 フランス語ⅠＡ２ 選 1 1 ○ ◎ ○

B32122043 フランス語ⅠＢ１ 選 1 1 ○ ◎ ○

B32122044 フランス語ⅠＢ２ 選 1 1 ○ ◎ ○

B32222045 フランス語ⅡＡ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32222046 フランス語ⅡＡ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32222047 フランス語ⅡＡ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32222048 フランス語ⅡＢ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32222049 フランス語ⅡＢ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32222050 フランス語ⅡＢ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32322051 フランス語ⅢＡ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32322052 フランス語ⅢＡ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32322053 フランス語ⅢＢ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32322054 フランス語ⅢＢ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32422055 フランス語ⅢＡ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B32422056 フランス語ⅢＢ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

中国語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

B42122057 中国語ⅠＡ１ 選 1 1 ○ ◎ ○

B42122058 中国語ⅠＡ２ 選 1 1 ○ ◎ ○

B42122059 中国語ⅠＢ１ 選 1 1 ○ ◎ ○

B42122060 中国語ⅠＢ２ 選 1 1 ○ ◎ ○

B42222061 中国語ⅡＡ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42222062 中国語ⅡＡ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42222063 中国語ⅡＡ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42222064 中国語ⅡＢ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42222065 中国語ⅡＢ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42222066 中国語ⅡＢ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42322067 中国語ⅢＡ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42322068 中国語ⅢＡ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42322069 中国語ⅢＢ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42322070 中国語ⅢＢ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42422071 中国語ⅢＡ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B42422072 中国語ⅢＢ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

単
位
数
計

単
位
数
計

社
会
性
・

自
律
性

自
立
性

カリキュラムマップ

カリキュラムマップ

必
選
の
別

必
選
の
別

開講学期と単位数

1回生 2回生 3回生 4回生

3回生 4回生1回生 2回生 備考

開講学期と単位数

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

思
考
・

判
断

対
話
・

相
互
理
解

社
会
性
・

自
律
性

自
立
性

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

思
考
・

判
断

対
話
・

相
互
理
解

科目名

科目名

フランス語を選択した者は必修

修得単位は、卒業に必要な単位に含め
ることができる。

フランス語Ⅲの単位を修得するために
は、フランス語Ⅱ６科目のうち、フランス
語ⅡＡ１を含む３科目の単位を修得しな
ければならない。

中国語を選択した者は必修

備考

修得単位は、卒業に必要な単位に含め
ることができる。

中国語Ⅲの単位を修得するためには、
中国語Ⅱ６科目のうち、中国語ⅡＡ１を
含む３科目の単位を修得しなければなら
ない。

仏教学

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

A11111001 仏教学ⅠＡ 必 2 2 ◎ ○

A11111002 仏教学ⅠＢ 必 2 2 ◎ ○

A11311003 仏教学ⅡＡ 必 2 2 ◎ ○

A11311004 仏教学ⅡＢ 必 2 2 ◎ ○

A13212005 現代と仏教Ａ 選 2 2 ◎ ○

A13212006 現代と仏教Ｂ 選 2 2 ◎ ○

A11212007 仏教文学Ａ 選 2 2 ◎ ○

A11212008 仏教文学Ｂ 選 2 2 ◎ ○

A11212009 仏教文化Ａ 選 2 2 ◎ ○

A11212010 仏教文化Ｂ 選 2 2 ◎ ○

A11212011 仏教思想Ａ 選 2 2 ◎ ○

A11212012 仏教思想Ｂ 選 2 2 ◎ ○

A11222013 外国語で読む仏教Ａ 選 2 2 ◎ ○

A11222014 外国語で読む仏教Ｂ 選 2 2 ◎ ○

A11222015 地域と仏教演習 選 2 2 ◎ ○

A15212016 社会と仏教特論 選 2 2 ○ ◎

アドバンスト科目

修得単位は、卒業に必要な
単位に含めることができる。

科目名

開講学期と単位数

備考1回生 2回生 3回生 4回生

必
選
の
別

カリキュラムマップ

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

全学共通

思
考
・

判
断

単
位
数
計

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

対
話
・

相
互
理
解

社
会
性
・

自
律
性

自
立
性

言語コミュニケーション科目
「英語」と「ドイツ語、フランス語、中国語、コリア語のうち一外国語」のそれぞれにつき、ⅠA1、ⅠA2、ⅠB1、ⅠB2の合計8科目8単位を修得しなければならない。

英語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

B12121001 英語ⅠＡ１ 必 1 1 ○ ◎ ○

B12121002 英語ⅠＡ２ 必 1 1 ○ ◎ ○

B12121003 英語ⅠＢ１ 必 1 1 ○ ◎ ○

B12121004 英語ⅠＢ２ 必 1 1 ○ ◎ ○

B12222005 英語ⅡＡ１ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222006 英語ⅡＡ２ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222007 英語ⅡＡ３ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222008 英語ⅡＡ４ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222009 英語ⅡＡ５ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222010 英語ⅡＡ６ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222011 英語ⅡＡ７ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222012 英語ⅡＡ８ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222013 英語ⅡＢ１ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222014 英語ⅡＢ２ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222015 英語ⅡＢ３ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222016 英語ⅡＢ４ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222017 英語ⅡＢ５ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222018 英語ⅡＢ６ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222019 英語ⅡＢ７ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222020 英語ⅡＢ８ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12322021 英語ⅢＡ１ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12322022 英語ⅢＡ２ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12322023 英語ⅢＢ１ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12322024 英語ⅢＢ２ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

ドイツ語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

B22122025 ドイツ語ⅠＡ１ 選 1 1 ○ ◎ ○

B22122026 ドイツ語ⅠＡ２ 選 1 1 ○ ◎ ○

B22122027 ドイツ語ⅠＢ１ 選 1 1 ○ ◎ ○

B22122028 ドイツ語ⅠＢ２ 選 1 1 ○ ◎ ○

B22222029 ドイツ語ⅡＡ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222030 ドイツ語ⅡＡ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222031 ドイツ語ⅡＡ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222032 ドイツ語ⅡＢ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222033 ドイツ語ⅡＢ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222034 ドイツ語ⅡＢ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22322035 ドイツ語ⅢＡ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22322036 ドイツ語ⅢＡ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22322037 ドイツ語ⅢＢ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22322038 ドイツ語ⅢＢ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22422039 ドイツ語ⅢＡ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22422040 ドイツ語ⅢＢ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

単
位
数
計

単
位
数
計

カリキュラムマップ

カリキュラムマップ

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

思
考
・

判
断

対
話
・

相
互
理
解

社
会
性
・

自
律
性

自
立
性

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

思
考
・

判
断

必
選
の
別

必
選
の
別

開講学期と単位数

備考1回生 2回生 3回生 4回生

修得単位は、卒業に必要な単位に含め
ることができる。

ドイツ語Ⅲの単位を修得するためには、
ドイツ語Ⅱ６科目のうち、ドイツ語ⅡＡ１を
含む３科目の単位を修得しなければなら
ない。

修得単位は、卒業に必要な単位に含め
ることができる。

英語Ⅱの科目は1回生から履修すること
ができる。英語Ⅲの科目は2回生から履
修することができる。

1回生 2回生 3回生

科目名

科目名

ドイツ語を選択した者は必修

4回生 備考

開講学期と単位数

対
話
・

相
互
理
解

社
会
性
・

自
律
性

自
立
性

言語コミュニケーション科目
「英語」と「ドイツ語、フランス語、中国語、コリア語のうち一外国語」のそれぞれにつき、ⅠA1、ⅠA2、ⅠB1、ⅠB2の合計8科目8単位を修得しなければならない。

英語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

B12121001 英語ⅠＡ１ 必 1 1 ○ ◎ ○

B12121002 英語ⅠＡ２ 必 1 1 ○ ◎ ○

B12121003 英語ⅠＢ１ 必 1 1 ○ ◎ ○

B12121004 英語ⅠＢ２ 必 1 1 ○ ◎ ○

B12222005 英語ⅡＡ１ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222006 英語ⅡＡ２ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222007 英語ⅡＡ３ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222008 英語ⅡＡ４ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222009 英語ⅡＡ５ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222010 英語ⅡＡ６ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222011 英語ⅡＡ７ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222012 英語ⅡＡ８ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222013 英語ⅡＢ１ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222014 英語ⅡＢ２ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222015 英語ⅡＢ３ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222016 英語ⅡＢ４ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222017 英語ⅡＢ５ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222018 英語ⅡＢ６ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222019 英語ⅡＢ７ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12222020 英語ⅡＢ８ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12322021 英語ⅢＡ１ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12322022 英語ⅢＡ２ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12322023 英語ⅢＢ１ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

B12322024 英語ⅢＢ２ 選 1 (1) 1 ○ ◎ ○

ドイツ語

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

B22122025 ドイツ語ⅠＡ１ 選 1 1 ○ ◎ ○

B22122026 ドイツ語ⅠＡ２ 選 1 1 ○ ◎ ○

B22122027 ドイツ語ⅠＢ１ 選 1 1 ○ ◎ ○

B22122028 ドイツ語ⅠＢ２ 選 1 1 ○ ◎ ○

B22222029 ドイツ語ⅡＡ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222030 ドイツ語ⅡＡ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222031 ドイツ語ⅡＡ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222032 ドイツ語ⅡＢ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222033 ドイツ語ⅡＢ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22222034 ドイツ語ⅡＢ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22322035 ドイツ語ⅢＡ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22322036 ドイツ語ⅢＡ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22322037 ドイツ語ⅢＢ１ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22322038 ドイツ語ⅢＢ２ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22422039 ドイツ語ⅢＡ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

B22422040 ドイツ語ⅢＢ３ 選 1 （1） 1 ○ ◎ ○

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

ナ
ン
バ
リ
ン
グ

単
位
数
計

単
位
数
計

カリキュラムマップ

カリキュラムマップ

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

思
考
・

判
断

対
話
・

相
互
理
解

社
会
性
・

自
律
性

自
立
性

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

思
考
・

判
断

必
選
の
別

必
選
の
別

開講学期と単位数

備考1回生 2回生 3回生 4回生

修得単位は、卒業に必要な単位に含め
ることができる。

ドイツ語Ⅲの単位を修得するためには、
ドイツ語Ⅱ６科目のうち、ドイツ語ⅡＡ１を
含む３科目の単位を修得しなければなら
ない。

修得単位は、卒業に必要な単位に含め
ることができる。

英語Ⅱの科目は1回生から履修すること
ができる。英語Ⅲの科目は2回生から履
修することができる。

1回生 2回生 3回生

科目名

科目名

ドイツ語を選択した者は必修

4回生 備考

開講学期と単位数

対
話
・

相
互
理
解

社
会
性
・

自
律
性

自
立
性

― 共通領域 ―
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教教科科及及びび教教科科のの指指導導法法にに関関すするる科科目目（（すすべべてて必必修修））

合唱

音楽史1（西洋）

大大学学がが独独自自にに設設定定すするる科科目目

　音楽理論1 　

　音楽理論3

　音楽理論4

　声楽実技Ⅰ

　声楽実技Ⅱ

　ピアノ実技Ⅰ

　ピアノ実技Ⅱ

日本国憲法

○○小小学学校校及及びび中中学学校校のの教教育育職職員員免免許許状状取取得得ににはは『『介介護護等等体体験験』』がが必必要要でですす。。

※※１１　　法法定定単単位位数数をを超超ええてて修修得得ししたた単単位位数数はは、、「「大大学学がが独独自自にに設設定定すするる科科目目」」のの単単位位数数にに算算入入すするる。。

指揮法

音楽史2（日本及び民族）
（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む）

中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状　　音音楽楽　　　　　　（（教教育育学学科科））22002244

教教育育のの基基礎礎的的理理解解にに関関すするる科科目目等等（（すすべべてて必必修修））
施行規則に定める科目区分等 本学規定科目及び単位数 施行規則に定める科目区分等 本学規定科目及び単位数

各科目に含めるこ
とが必要な事項

授業科目
単

位

数

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想 教育原論

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

ソルフェージュ

科目
各科目に含めることが

必要な事項

単

位

数
授業科目

単

位

数

科目
区分

特別活動の指導法

道徳教育論

音楽理論・作曲法
（編曲法を含
む。）・音楽史
（日本の伝統音楽
及び諸民族の音楽
を含む。）

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の

指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に

関
す
る
科
目

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論
及び方法

教育に関する社会的、制度的又は経営的
事項（学校と地域との連携及び学校安全
への対応を含む。）

教育行政学

ソルフェージュ

教職の意義及び教員の役割・職務内
容（チーム学校運営への対応を含
む。）

教職論
声楽
（合唱及び日本の
伝統的な歌唱を含
む。）

声楽基礎（日本の伝統的な歌唱を
含む）

特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解 特別支援教育論 合奏

幼児、児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程 教育心理学

器楽
（合奏及び伴奏並
びに和楽器を含
む。）

器楽基礎
（伴奏並びに和楽器を含む）

教育課程の意義及び編成の方法（カ
リキュラム・マネジメントを含
む。）

教育課程論 指揮法

道徳の理論及び指導法

生徒指導の理論及び方法
生徒指導論
（生徒指導と教育相談）

教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及び
方法

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

音楽科教育法1

進路指導及びキャリア教育の理論及
び方法 進路指導論

音楽科教育法2

音楽科教育法3

教育方法論
（情報通信技術を活用した教育
の理論及び方法を含む。）

総合的な学習の時間の指導法 特別活動及び総合的な学習の時
間指導法

法法定定単単位位数数
（（合合計計2277単単位位））

すすべべてて必必修修
（（合合計計2288単単位位））※※11

音楽理論2

作曲法（編曲法を含む）

施行規則に
定める科目

区分
本学規定科目及び単位数

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

○人権教育論

法定単位数（27単位）を超えて履修した「教育の基礎的理解に関する科目等」　※１

すすべべてて必必修修
（（合合計計2288単単位位））中学校教育実習

教職実践演習 教職実践演習

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習

教育実習論 音楽科教育方法論（小中）

教育実習 法法定定単単位位数数
（（合合計計2288単単位位））

外国語コミュニケーション

英語ⅠＡ1

英語ⅠＡ2

英語ⅠＢ1

英語ⅠＢ2

数理、データ活用及び人工知能に関する科
目又は情報機器の操作 情報リテラシー

○○印印をを付付ししたた科科目目はは必必修修。。合合計計44単単位位以以上上修修得得すするるこことと。。

教教育育職職員員免免許許法法施施行行規規則則第第6666条条のの66にに定定めめるる科科目目（（すすべべてて必必修修））

免許法施行規則に定める
科目区分

本学規定科目及び単位数

日本国憲法

体育
運動と健康科学

スポーツ実践

教教科科及及びび教教科科のの指指導導法法にに関関すするる科科目目

○ 合唱

○

○

○

○

○

○

大大学学がが独独自自にに設設定定すするる科科目目

　道徳教育論

　音楽理論1

　音楽理論3

　音楽理論4

　声楽実技Ⅰ

　声楽実技Ⅱ

　ピアノ実技Ⅰ

　ピアノ実技Ⅱ

　和楽器実技Ⅰ

日本国憲法

※※１１※※２２　　法法定定単単位位数数をを超超ええてて修修得得ししたた単単位位数数はは、、「「大大学学がが独独自自にに設設定定すするる科科目目」」のの単単位位数数にに算算入入すするる。。

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

法法定定単単位位数数
（（合合計計2244単単位位））

○○印印をを付付ししたた科科目目はは必必修修。。
合合計計2244単単位位以以上上修修得得すするるこことと。。※※２２

高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状　　音音楽楽　　　　　　（（教教育育学学科科））22002244

教教育育のの基基礎礎的的理理解解にに関関すするる科科目目等等（（すすべべてて必必修修））
施行規則に定める科目区分等 本学規定科目及び単位数 施行規則に定める科目区分等 本学規定科目及び単位数

各科目に含めること
が必要な事項

授業科目
単

位

数

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想 教育原論

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

ソルフェージュ

科目
各科目に含めることが

必要な事項

単

位

数
授業科目

単

位

数

科目
区分

教育の方法及び技術 教育方法論
（情報通信技術を活用した教育
の理論及び方法を含む。）

音楽理論・作曲法
（編曲法を含
む。）・音楽史
（日本の伝統音楽
及び諸民族の音楽
を含む。）

○ ソルフェージュ

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。） 教職論

声楽
（合唱及び日本の
伝統的な歌唱を含
む。）

○ 声楽基礎
（日本の伝統的な歌唱を含む）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事
項（学校と地域との連携及び学校安全への
対応を含む。）

教育行政学

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程 教育心理学

器楽
（合奏及び伴奏並
びに和楽器を含
む。）

○ 器楽基礎
（伴奏並びに和楽器を含む）

特別の支援を必要とする幼児、児童及
び生徒に対する理解 特別支援教育論

音楽文化特論１（西洋）

進路指導及びキャリア教育の理論及び
方法 進路指導論 ○ 音楽史２（日本及び民族）

（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を
  含む）

教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。） 教育課程論

合奏

特別活動の指導法
指揮法○

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習
教育実習論

教育実習
音楽文化特論２(日本及び民族）
（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を
  含む）教職実践演習

道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の

指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等

に
関
す
る
科
目

音楽理論2

情報通信技術を活用した教育の理論及
び方法 作曲法（編曲法を含む）

総合的な探求の時間の指導法 特別活動及び総合的な学習の時
間指導法

指揮法

生徒指導の理論及び方法

生徒指導論
（生徒指導と教育相談）

音楽史１（西洋）

教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

音楽科教育法１

音楽科教育法２

音楽科教育法３

施行規則に
定める科目

区分
本学規定科目及び単位数

教職実践演習

法法定定単単位位数数
（（合合計計2233単単位位））

すすべべてて必必修修
（（合合計計2244単単位位））※※11

法定単位数（23単位）を超えて履修した「教育の基礎的理解に関する科目等」　※１

法定単位数（24単位）を超えて履修した「教科及び教科の指導法に関する科目」※２

○○印印をを付付ししたた科科目目はは必必修修。。合合計計1122単単位位以以上上修修得得すするるこことと。。

教教育育職職員員免免許許法法施施行行規規則則第第6666条条のの66にに定定めめるる科科目目（（すすべべてて必必修修））

免許法施行規則に定める
科目区分

本学規定科目及び単位数

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

○人権教育論

数理、データ活用及び人工知能に関する科
目又は情報機器の操作 情報リテラシー

日本国憲法

体育
運動と健康科学

スポーツ実践

外国語コミュニケーション

英語ⅠＡ1

英語ⅠＡ2

英語ⅠＢ1

英語ⅠＢ2
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